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< 数列の収束・振動 >

数列 an が実数 α に収束するということは、an と α との距離 |an − α| が限りなく 0

に近づくことを同じである。

an → α ⇔ an と α との距離 → 0 ⇔ |an − α| → 0

従って

lim
n→∞

an = α ⇔ lim
n→∞

|an − α| = 0

となる。特に α = 0 のときは

lim
n→∞

an = 0 ⇔ lim
n→∞

|an| = 0

である。

例 数列 an =
(−1)n
n

は

a1 = −1 , a2 = 1

2
, a3 = −1

3
, a4 =

1

4
, · · ·

となってプラス・マイナスが交互にくるが、その絶対値をとると

|an| =
¯̄̄̄
(−1)n
n

¯̄̄̄
=
1

n
→ 0 (n→∞ のとき)

より

lim
n→∞

|an| = 0 だから lim
n→∞

an = lim
n→∞

(−1)n
n

= 0

問 1 次の極限値を求めよ。

(1) lim
n→∞

µ
−1
2

¶n
= lim

n→∞
(−1)n
2n

= (2) lim
n→∞

(−0.99)n =

(3) lim
n→∞

1

(−3)n = (4) lim
n→∞

(−3)n
4n

=

問 2 等比数列 an = rn を考える。11, 12ページを参考にして、以下の□の中に
極限値を記入せよ。

(1) r > 1 のとき lim
n→∞

an = lim
n→∞

rn =

(2) r = 1 のとき lim
n→∞

an = lim
n→∞

1n =

(3) 0 < r < 1 のとき lim
n→∞

an = lim
n→∞

rn =

(4) r = 0 のとき lim
n→∞

an = lim
n→∞

0n =

(5) − 1 < r < 0 のとき lim
n→∞

an = lim
n→∞

rn =

(注) r = −1 のときは an = (−1)n であるから
a1 = −1 , a2 = 1 , a3 = −1 , a4 = 1 , a5 = −1 , a6 = 1 , · · ·
となって −1 と +1 が交互に表われる。従ってこの場合は収束しない。この
ような場合 {an} は振動するという。


